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高冷地でも安定多収です 
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(有望系統) 本課題では育成地、実需者のほか、特性検定、地域適応性の評価に関

わる県農試の密接な連携により、多くの有望系統が選抜された。今後、品種化・実用

化あるいは優良母本としての活用が見込まれるおもな系統は以下の通りである。 

各種病害への抵抗性を備えた多雪地向け精麦用六条大麦(中日本農研) 

北陸皮 79号（高白度、多収うるち系統、ファイバースノウ後継候補） 

北陸皮糯 81号（高白度、良食味のもち性系統、はねうまもち後継候補） 

 

収量安定性を持ち、低硝子率の寒冷地向け精麦用六条大麦系統(長野農試) 

東山皮糯 120号（色相、収量性が優れるもち性系統、ホワイトファイバー後継候補）  

東山皮糯 121 号（色相、収量性が優れ秋播型のもち性系統、ホワイトファイバー後

継候補） 

 

オオムギ縞萎縮病等に強く、低硝子率・高白度の温暖地向け精麦用六条大麦系統

(作物研) 

関東皮 108号（多収、高白度、縞萎縮病、萎縮病抵抗性、シュンライ後継候補） 

関東皮 109号（多収、高白度、縞萎縮病、萎縮病抵抗性、シュンライ後継候補） 

 

穂発芽耐性を持ち、低褐変の温暖地向け精麦用二条大麦系統 (栃木農研) 

栃木二条 58号（穂発芽耐性、低褐変、多収、とちのいぶき後継候補） 

 

赤かび病抵抗性の向上した暖地向け精麦用二条大麦系統(九州沖縄農研) 

西海皮 87 号（低褐変良色、秋播型＝凍霜害回避、かび毒低蓄積、しらゆり二条ま

たははるか二条後継候補） 

西海皮 88号（低褐変良色、しらゆり二条後継候補）） 

 

オオムギ縞萎縮病高度抵抗性で、被害粒の発生が少ない精麦用二条大麦系統（福

岡農総試） 

筑系 A1949（短かん、多収）、筑系 A1975（短かん、多収） 

筑系 A1987（縞萎縮病抵抗性遺伝子集積系統 rym1、rym7t、rym3､rym5） 

 

気候変動に対応する生育安定性と病障害耐性を持つ精麦用裸麦系統(西日本農研) 

仙系 SI1401（閉花受粉性並性六条） 

仙系 SH1236（穂発芽耐性、低褐変良色） 

 

（育種法・育種素材） 

本課題では精麦用大麦・裸麦の育成に関して重要な「精麦品質の画像解析評価法」
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や、重要病害である「縞萎縮病への新たな抵抗性遺伝子、DNA マーカー、抵抗性遺

伝子集積系統」や「赤かび病毒素の蓄積性」についても研究が進展した。また、湿害

回避への関連が示唆される「浅根性遺伝子や水中伸根性」についての重要な知見が

得られた。これらの情報は今後の大麦・裸麦育種において活用が進められる。 

詳細は別添資料１のとおり。 

 

３ 2 の成果の実用化・普及に向けての今後の展開 

本課題で開発した大麦新品種「こはく二条」の普及拡大のほか、育成した有

望系統の品種化による成果の社会実装をすすめるとともに、開発した育種技術

や素材を今後の品種開発に活用することが重要である。本課題では実需者によ

る品質評価や県での栽培性の優れる有望系統が選抜されたが、品種化・・実用化

には異なる年次・産地での栽培特性や品質特性の安定性の評価、系統の遺伝的

固定度の向上、品種出願に向けた各種データの更なる集積など継続的な取り組

みが必要となる。 

今後の国産大麦品種は流通において望まれている・「大型ロットの形成に寄与

する広域普及品種」やさらに厳しくなる気候変動に適応できる・「気象変動耐性

をもつ複合病害抵抗性品種」であり、本課題での成果を生かすことが可能であ

る。これらの目的を達成するために、本課題を発展させる形で令和７年度公募

の「米麦改良協会・国内産麦の研究開発支援事業」に応募中である。 

 

４ 2 の成果の波及効果及び国民生活への貢献 

６月に施行された改正食料・農業・農村基本法において食料安定供給の抜本的

な強化等の実現を目指し、今後５年間で集中的に農業構造を図るための施策を

実施していくこととされている。本課題で開発した大麦新品種や今後品種化を

進める有望系統は従来の大麦品種に比べて、栽培性や品質などが優れる品種で

ある。これらの大麦品種はわが国の農業や食品産業に貢献するものである。 

本課題で取り組んだ大麦・裸麦は麦ごはん、菓子・麺などの大麦粉食品、健康

機能性食品、麦味噌、麦焼酎など多岐にわたる食品に利用され、国民生活を彩っ

ている。大麦が特異的に高含有する食物繊維β-グルカンの健康機能性が注目さ

れ、高齢化・・健康向向が進む日本社会での大麦需要が伸びている。大麦消費者・

実需者の国産原料への向向性も高まっており、麦ごはん用だけでなく焼酎向け

の国産大麦需要が拡大している。 

このような社会情勢下、本課題で開発された大麦有望品種・系統の普及拡大・

実用化は今後の国産大麦の生産や関連産業の発展に大きく寄与するものである。

大麦は輪作体系を支える重要な土地利用型穀物であり、農地の有効利用や大規

模農業経営にとって重要な作目であり、日本農業の基盤となるものである。本課
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題での成果及び今後の成果展開は農業・国民生活の発展に寄与することが期待

される。 

 

５ 関係資料 

別添の資料１ 
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別添資料１（小課題別の主な成果） 

各種病害への抵抗性を備えた多雪地向け精麦用六条大麦系統の開発(中日本農研) 

本課題での実需者評価や地域適応性検定のより、うるちでは「北陸皮 79 号」、もちでは「北陸

皮糯 81 号」が特に有望と判断され、今後の品種化に向けて育種を進める（表）。また、耐病性や

不良環境耐性、品質など育種重要形質に関わる遺伝子について DNAマーカーによる選抜を進め

た。縞萎縮病抵抗性(rym5、rym3、rym1)、うどんこ病抵抗性（Mla9、mlo）、高ベータグルカン(amo1、

lys5)、低硝子率(fra)、湿害回避に有利な浅根性（Dro1、qSOR1）、赤かび病回避に有利な閉花性

（cly1）などを導入した系統を育成することができた。 

湿害回避のために根の伸長角度を浅くする遺伝子（HvDro1、HvｑSOR1）、酸性土壌（アルミニ

ウムイオン濃度が高い）耐性遺伝子（HvAACT1）を見出した。また、水中でも根の伸長が良好な遺

伝資源「大正麦」を見出した(図)。 

 

表 有望系統「北陸皮 79号」、「北陸皮糯 81号」の栽培・品質特性 

湿害条件下での根の伸長（水中伸根性）遺伝資源の発見 

 

 

図 大正麦がもつ水中伸根性の遺伝解析 

大正麦は水中でも根が伸びる特異的な遺伝資源。その特性は劣性１遺伝子支配の形質である 
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収量安定性を持ち、低硝子率の寒冷地向け精麦用六条大麦系統の開発(長野農試) 

５年間で新規系適系統を 30 系統、新規地方番号系統を 4 系統開発した。そのうち、東山皮糯

120号は「ホワイトファイバー」より白度、色相、収量性が優れるもち性系統で、東山皮糯 121 号は

「ホワイトファイバー」より白度、色相、収量性が優れ秋播型のもち性系統であり、いずれもポスト

「ホワイトファイバー」として有望視している。 

東山皮 123 号は一定の精麦適性を有し秋播型の精麦用・麦茶用系統であり、ポスト「シュンラ

イ」として有望視している。 

また、東山皮糯 122 号は β-グルカン含量が約 13％の六条皮性・秋播型の極高 β-グルカン

系統で、「ファイバースノウ」に準じた栽培が可能であり、今後特殊需要等への活用を検討する。 

 

表 長野農試の開発系統 

 

オオムギ縞萎縮病等に強く、低硝子率・高白度の温暖地向け精麦用六条大麦系統(作物研) 

本課題で選抜した有望系統「関東皮 108 号」と「関東皮 109 号」は、「シュンライ」より 2 割程度

多収で、土壌伝染性病害であるオオムギ縞萎縮病と萎縮病に安定した抵抗性を示す。「関東皮

108 号」は 2020 年度、「関東皮 109 号」は 2022 年度からそれぞれ奨励品種決定調査に供試して

おり、シュンライ後継品種候補としてさらに試験を継続する。 

 

穂発芽耐性を持ち、低褐変の温暖地向け精麦用二条大麦系統の開発 (栃木農研) 

本課題において選抜した「栃木二条 58 号（栃系 389）」は ant13、qsd1、qsd2 を持ち、オオムギ

萎縮病抵抗性（SB-R）である。「サチホゴールデン」並みの早生であり、稈長、穂数は並、整粒歩

合はやや高い。標準・比較品種である「サチホゴールデン」、「とちのいぶき」と比較して整粒歩合

が高く、安定的に多収であり、オオムギ縞萎縮病（Ⅰ～Ⅳ型）に強い抵抗性を有する。「とちのい

ぶき」と比較して、穂発芽耐性はやや改善されており、品質面でも「とちのいぶき」と比較して、搗

精時間が短く、硝子率が低い。精麦白度（L*）が高く、外観が優れる。今後、品種化にむけて検討

を進める。 
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表 有望系統「栃木二条 58号」の特性 
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赤かび病抵抗性の向上した暖地向け精麦用二条大麦系統の開発(九州沖縄農研) 

BaYMVⅢ型系統抵抗性で「はるか二条」よりかび毒低蓄積性がやや優れ、秋播性の二条皮麦

品種「こはく二条」を育成した。また、低褐変良色、秋播型でかび毒低蓄積性を有する西海皮 87

号、低褐変良色の西海皮 88 号の品種化を今後検討する。また、かび毒蓄積性に関するデータを

蓄積し、かび毒低蓄積性系統の開発を進めた。BaYMVⅢ型系統抵抗性系統の選抜と新規 DNA

マーカーの開発を行った。 

表 こはく二条の特性 

 

 

 

 

 
図 適用範囲の広い新たな rym3遺伝子型の判別 DNAマーカー ICSB1209、ICSB1211 
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オオムギ縞萎縮病高度抵抗性で、被害粒の発生が少ない精麦用二条大麦系統の開発(福岡農

総試） 

本課題では縞萎縮病抵抗性遺伝子の集積系統の選抜を行い、抵抗性遺伝子を 4 つ導入した

「筑系 A1987」を獲得できた（表）。また、精麦用系統の選抜を行い短稈で収量性が比較的優れる

「筑系 A1949」と「筑系 A1975」について、今後継続検討とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候変動に対応する生育安定性と病障害耐性を持つ精麦用裸麦系統の開発((西日本農研) 

５か年を通じ、秋播型の二条裸麦系統を５系統、閉花受粉性の並性六条裸麦系統を６系統、穂

発芽耐性が期待される六条 ant 裸麦系統を 12 系統、穂発芽耐性が期待される二条裸麦系統を

16系統の合計 39系統を生産力検定試験に供試したが、品種候補となる系統を選抜することはで

きなかった。しかしながら、本事業中に新たに選抜された六条裸麦 10 系統については、収量、倒

伏性や穂発芽性などが「イチバンボシ」と同等以上で、栽培性について大きな問題がなく、高品

質・安定多収が期待されることから、今後も選抜を継続することとした（表）。また、閉花受粉性の

並性六条裸麦系統として栽培性が向上した「仙系 SI1401」や ant遺伝子を有し低褐変良色かつ穂

発芽耐性がある六条系統の「仙系 SH1236」などについては、今後の裸麦育種で交配母本として

利活用可能であると考えられた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保有抵抗性遺伝子 系統数

rym1＋rym3 2

rym1＋rym5 1

rym1＋rym3＋rym5＋rym7t 1

rym3＋rym7t 3

rym5＋rym7t 8

rym3＋rym5＋rym7t 4

表 本課題で開発した縞萎縮病抵抗性遺伝子集積系統数 
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表 高品質・安定多収が期待される六条系統の生産力検定試験、特性検定試験、搗精試験成績  

（2023年播種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発系統の精麦品質に関する形質評価（西日本農研） 

多波長画像解析の手法による精麦品質の評価法を開発した。この手法により、目視や色相で

はこれまで評価できなかった糠層の残存度を数値化することが可能になり、黒条線（粒溝）につい

ても評価することができた。また、この手法を用いての硝子率の評価も可能であることを明らかに

した。 
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図 多波長画像解析による育成系統の精麦粒の面積の分布（青：丸麦、赤：切断麦） 

 

 

開発系統の耐寒雪性検定 （岩手県農研セ） 

大麦の栽培可能地域を設定するうえで重要な特性の一つである耐寒雪性について、育成地か

ら配付を受けた系統の特性検定を行った。供試・判定した系統・品種の数は、延べ 169であり、そ

の内「やや強」：15、「強」：4の耐寒雪性を有する系統を見出た。結果は育成地に返送し、系統選

抜に寄与した。 

 

開発系統の東北地方南部における地域適応性栽培試験  （福島県農研セ） 

作物研、中日本農研、長野県農試で開発された有望系統を対象に、東北地方南部における地

域適応性検定試験を行った。５か年それぞれ 21系統程度を供試し、栽培成績を育成地に返送

し、系統選抜に寄与した。 

 

開発系統の北陸地方における地域適応性栽培試験 （石川県農総セ） 

作物研、中日本農研、長野県農試で開発された有望系統を対象に、北陸地方における地域適

応性検定試験を行った。５か年それぞれ 20系統程度を供試し、栽培成績を育成地に返送し、系

統選抜に寄与した。 
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開発系統の実需者による加工適性評価-1 （はくばく）   

作物研、中日本農研、長野県農試、栃木県農試の５か年それぞれ計 21点のサンプルについ

て、ラボレベルでの精麦加工適性の評価を実施した。加工適性検査は「原麦分析＆評価」、「精麦

分析＆評価（丸麦搗精）」並びに「麦ごはんの品質・官能評価」の三段階で実施した。 

評価項目は 

◆原麦分析＆評価 

千粒重(g) 容積重(g/L) 空洞粒率(%) タンパク質含量(%) 硝子率(%) 硬度差(kg)  水分(%) 

搗精時間(秒)  原麦評価 

◆精麦分析＆評価（丸麦搗精） 

砕粒率(%) 精麦白度  色相（L*値、a*値、b*値、Whiteness） 条幅(%) β-グルカン含量(%) 

精麦評価  総合評価 

精麦外観品質  

◆麦ごはんの品質・官能評価 

食味試験（色相、臭い、硬さ、食味、総合評価） 

である。 

評価結果は育成地に返送し、系統選抜に寄与した。 

 

開発系統の実需者による加工適性評価-2 （永倉精麦）  

  ５か年それぞれ作物研 7、長野農試 5、栃木県試 7の計 19系統について品質評価を行った。 

精麦加工適性は玄麦試験・丸麦搗精試験・切麦搗精試験にて評価を行うとともに、炊飯食味調

査、加熱後褐変特性評価を行った。評価結果は育成地に返送し、系統選抜に寄与した。 

作物研究より供試された系統では fra遺伝子系統が主であり多種多様に、ant、lox、もち性と

様々な系統を確認することが出来た。全体的に総じて小粒傾向であり fra もち性の系統では搗精

時間が長時間になる系統が確認された。長野農試より供試された系統では、もち性系統が主であ

ったが東山皮糯 121号において比較的安定した品質を確認する事が出来た。栃木農研より供試

された系統では、ant、もち性系統が主であり搗精麦色相の安定、炊飯麦での良好な結果を得ら

れる系統を確認することが出来た。 

 

開発系統の実需者による加工適性評価-3 （阿部精麦） 

５か年それぞれ中日本農研の 5系統について、品質評価を行った。 5か年を通じミノリムギの

安定性確認の反面、北陸皮系統の「砕麦率」の多さが目立つ結果となった。白度や炊飯後の白さ

等、評価の高い項目も多いので「空洞麦」「砕麦率」の減少が望まれた。 
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開発系統の実需者による加工適性評価-4 （石橋工業）  

西日本農研、九州沖縄農研、福岡農総試の有望系統等について、５か年各 20点の評価を行

った。精麦適性試験（玄麦試験、丸麦試験、圧ぺん試験）、麦ごはんの品質・食味試験を行い、育

成地に評価結果を返送し、系統選抜に寄与した。 

 




